
  

 

 

 

 

〈キャリア教育〉 

学校では学べない経験者の話を聞いて、将来の夢や目標のヒントにつなげる。 

 

児童館職員だから話せる子どもたちの不安な声が 

・大人になりたくない。 

・将来が不安。 

・生きる意味が解らない。 など将来に向けての夢や目標、希望が持てない声が増えました。 

学校では学べない「楽しく学ぶおはなし会」と題し、経験者の話を聞いて生きる目標のきっか

け作りにつなげたい。 

 

 

                   (指定管理者・株式会社 明日葉が運営) 

第１回 「現役パイロットによる《パイロットになるには・・。》 」 

・実施日  令和６年１１月２５日(月) 

・実施場所   上砂児童館          ・参加人数 児童３４名、大人４名 

 

 第２回 「音楽大学生活の楽しみ方とニューイヤーコンサート」 

・実施日  令和７年１月７日(火) 

・実施場所    上砂児童館         ・参加人数 児童２２名、大人９名 

 

働く経験を持つ方や現役の大学生を講師に招き、講話、対話、交流形式で楽しく学ぶ時間を

共有する。 

 

＊第１回 「現役パイロットによる《パイロットになるには・・。》 」 

・紙飛行機から学ぶ空の話    ・パイロットになるために必要なこと 

・準備のたいせつさ       ・毎日のルーティーン 

・空を飛ぶ楽しみ方      など 

実際の体験談を子どもたちの声を拾いながら対話での講座となりました。 

＊第２回 「音楽大学生活の楽しみ方とニューイヤーコンサート」 

・普通の大学と音大の違い 

・音大の楽しみ方 

・大学生活の大変な事 など 

楽器の紹介、声楽の声の出し方など大学生7名による対話と参加型コンサートとなりました。 

 

 

 

 

取組の背景・目的 

立川市 上砂児童館 

 

 

キャリア教育～「楽しく学ぶおはなし会」楽しく学んで生きる目標を見つけよう 

取組の概要 



  

 

 

   

 

学校では学べない楽しく学べる時間となるように講師の方々と打ち合わせをする時間を

しっかりと取りました。 

こちらの要望として、 

・手をあげての発言ではなく自由な子どもの発言(心の声)に対して必ず答えてほしい。 

・子どもの声を否定せず、「すごいね、そうだね、」など自由に声を出しても認めてもら

える実感を味わえる進め方。をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・当日どなたでも参加 OK としたところ、時間前に続々と参加者が増えた。 

・通常の学区以外の児童の参加もあり、ホームページへの記載が有効となった。 

・パイロットに興味がある児童の参加やその保護者も一緒に参加し、親子で学ぶ姿が見

られた。父親の参加もあった。 

・音大を実際に目指したいという親子は、専門的な質問や学校生活の詳しい内容の質問

などで交流でき、喜んでいた。 

・教職を目指す大学生にとっても、子どもたちに伝える難しさを知る時間となった様子

でした。 

・実際に経験を持つ方へのあこがれから自分の目指す目標になるような交流ができた。 

 

 

 

 

・3 月には、働きながら趣味を楽しむ地域の皆様と交流し、発表会まで行う企画を計画中。 

・同じ講師の方に再度来ていただき、前回とは違ったお話や交流を継続していきたい。 

・大人になりたい、将来が楽しみ、生きることが楽しい、など将来に向けての夢や目標、希望が

でき、学校では学べない「楽しく学ぶおはなし会」が生きる目標のきっかけになることを願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工夫点・留意点 

取組の効果 

課題・今後の展開 






